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感
想

◦
一
市
民
と
し
て
松
山
を
よ
り

よ
く
す
る
た
め
の
意
見
を
こ
れ

か
ら
も
伝
え
た
い

幅
広
い
世
代
へ
の
支
援

�

伝
わ
っ
た

　市
が
子
育
て
世
代
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
幅
広
い
世
代
へ
の

対
策
・
支
援
を
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

問
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
課
☎

948
６
３
３
３
・
FAX
934
２
３
３
６

　来
年
度
か
ら
本
格
着
手
予
定
の
「
応
急
給
水
拠

点
の
整
備
事
業
」
の
モ
デ
ル
校
と
し
て
整
備
し
て

い
た
久
米
小
学
校
で
の
工
事
が
完
成
し
９
月
１
日
、

同
校
で
完
成
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
事
業
は
、
地
震
な
ど
の
災
害
で
避
難
し
た

市
民
に
飲
用
な
ど
の
生
活
用
水
を
で
き
る
だ
け
早

く
届
け
る
た
め
、
指
定
避
難
所
で
あ
る
小
中
学
校

に
応
急
給
水
栓
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

　式
典
に
は
児
童
の
ほ
か
、
地
元
の
自
主
防
災
組

織
の
防
災
士
な
ど
約
２
２
０
人
が
参
加
。
平
岡
公

営
企
業
管
理
者
は
、「
今
後
も
、
職
員
が
い
な
く
て

も
地
域
住
民
が
中
心

と
な
っ
て
給
水
活
動

が
行
え
る
応
急
給
水

拠
点
を
整
備
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

問
㈽
水
道
管
路
管
理

セ
ン
タ
ー
☎
989
８
４

７
５
・
FAX
9６５
１
２
１

７

　７
月
27
日
に
津
和
地
島
で
車
両
ご
と
海
に

転
落
し
、
助
け
を
求
め
て
い
た
高
齢
者
夫
婦

を
海
に
飛
び
込
む
な
ど
し
て
迅
速
で
適
切
に

救
助
し
た
と
し
て
９
月
２
日
、
感
謝
状
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　表
彰
を
受
け
た
の
は
、
三
島
茂
さ
ん
、
三
島

依
佐
美
さ
ん
（
写
真
前
列
左
か
ら
）
と
市
職

員
３
人
。

　表
彰
を
受
け
て
三
島
茂
さ
ん
は
「
２
人
と

も
元
気
で
助
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
何

よ
り
よ
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　西
消
防
署
の
後
藤
署
長
は
表
彰
状
と
盾
を

授
与
し
、「
偶
然
居
合
わ
せ
た
皆
さ
ん
の
連
携

と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

人
命
を
救
う
こ
と
が

で
き
、
心
か
ら
感
謝

し
ま
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。

問
(消)
西
消
防
署
☎

9５1
0
8
9
4
・
FAX

9５1
7
3
4
0

みんなの生活展2016

PCBを含む電気機器を使用または保管していませんか?

フィールドミュージアムツアー 2016
～道後のアートを感じよう！～参加者募集

人命救助者を表彰

久米小学校に応急給水栓などを設置

日時１０月１５日㈯・１６日㈰１０ ～ １６時
会場大街道商店街（大街道一・二丁目）
内容〈親子体験コーナー〉 万華鏡作り、育児体験など〈消
費者プラザ〉 暮らしに関する各種相談など〈環境プラザ〉 水やリサイクルに関する
展示など〈健康プラザ〉 食事や医療（健康）に関する各種相談など〈催し〉 １５日㈯
＝みきゃんによるえひめ国体応援イベント・日本舞踊など▶１６日㈰＝洋楽演奏・獅
子舞の披露など〈その他〉 姉妹都市サクラメント市ＰＲイベントなど
問みんなの生活展事務局（市民相談課内）☎９４８–６３８１・FAX９３４–１７６８

日時１０月３０日㈰１３ ～ １５時
内容ＦＭ愛媛パーソナリティーの中岡良一さんと、
道後の子規・漱石ゆかりの場所や宝厳寺、道後アー
ト２０１６の作品などを巡る▶集合・解散＝放生園
坊っちゃんカラクリ時計前（雨天決行）
※参加者に記念品のプレゼントあり
定員４０人（先着順）
料金５００円（軽食代・傷害保険料含む）
申し込み１０月２９日㈯（必着）。はがきまたはファクス・eメールで参加者全員の住所、
氏名、電話番号（中学生以下は保護者同伴）を〒７９０-０００１一番町三丁目２０ 坂の上
の雲ミュージアム「フィールドミュージアムツアー ２０１６」係 メール

esakakumo-
museum@yon-b.co.jpへ
問坂の上の雲ミュージアム☎９１５-２６００・FAX９１５-３６００

部門小学生低学年（小学１～３年生）▶小学生高学年（小
学４～６年生）▶中学生
※１グループ２人以上、５０人程度まで
発表テーマ伝えたいメッセージ（既存の詩・歌詞・手紙
やオリジナル作品。３分以内）
審査映像審査を通過したグループは平成２９年２月１９日
㈰に開催するコンクールに出場
申し込み平成２９年１月１３日㈮（消印有効）までに、直
接または郵送で申込用紙（市ホームページにあり）と映像を〒７９０-８５７１文化・こ
とば課（市役所本館５階）ことばのちから担当へ
※詳細はことばのちからHPhttp://www.kotobanochikara.net/を確認
問文化・ことば課☎９４８-６９５２・FAX９３４-１２８７

　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）
が
含
ま
れ
て
い

る
電
気
機
器
（
ト
ラ
ン
ス
、
コ
ン
デ
ン
サ
、
家
庭
用
を

除
く
蛍
光
灯
安
定
器
な
ど
）
を
使
用
・
保
管
し
て
い
る

場
合
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
市
へ
の
届
出

が
必
要
で
す
。

　Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
種
類
に
よ
っ
て
処
理
期
限
が
決
め
ら
れ
て

お
り
、
最
も
処
理
期
限
の
早
い
高
濃
度
（
5
0
0
0
㎎

/
㎏
超
）
の
ト
ラ
ン
ス
・
コ
ン
デ
ン
サ
は
、
平
成
30
年

３
月
31
日
ま
で
に
処
分
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現

在
使
用
中
で
あ
っ
て
も
、
期
限
内
に
使
用
を
中
止
し
、

適
正
に
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
早
急
に
事

業
所
の
電
気
室
、
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
、
倉
庫
な
ど
を
点
検

し
て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
電

気
機
器
に
記
載
さ
れ
て
い
る
メ
ー
カ
ー
、
型
式
、
製
造

年
月
な
ど
の
情
報
か
ら
判
別
で
き
ま
す
の
で
、
各
メ
ー

カ
ー
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事

業
株
式
会
社

（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）

の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ

い
。

問
廃
棄
物
対
策

課
☎
948
６
９

５
９
・
FAX
934

１
９
２
８

災害時にも水道水の安定供給を

響け!!言
こと

霊
だま

第9回“ことばのがっしょう”群読コンクール
参加グループ募集▶平成29年１月13日㈮︵消印有効︶

10月15日㈯･16日㈰
大街道商店街で

当日の軽食（抹茶と和菓子のセット）

【トランス】
（変圧器）

【コンデンサ】
（蓄電器）

【蛍光灯安定器】（家庭用なし）

昨年のイベントの様子

伝える力が大切

　松
山
東
雲
女
子
大
学
・
松
山
東
雲
短
期
大
学
の
学
生
26
人
が
参

加
し
、「
学
生
の
視
点
で
松
山
市
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
８
月
24

日
、
世
代
別
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　学
生
か
ら
は
、
就
職
、
子
育
て
や
福
祉
の
課
題
、
外
国
人
観
光

客
誘
致
な
ど
の
意
見
や
要
望
が

挙
が
り
ま
し
た
。

　野
志
市
長
は
、
若
年
者
向
け

に
松
山
の
暮
ら
し
や
す
さ
に
つ

い
て
ま
と
め
た
冊
子
や
、
北
条

児
童
セ
ン
タ
ー
整
備
を
は
じ
め

と
し
た
子
育
て
施
策
な
ど
を
紹

介
し
、「
行
政
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
に
取
り
組
む
中
で
、
若

い
人
た
ち
か
ら
も
気
づ
い
た
こ

と
を
言
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

意
見
・
要
望

◦
音
楽
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

も
っ
と
開
催
し
て
ほ
し
い

世代別 市長と話そう!

タウンミーティング
「
学
生
の
視
点
で
松
山
市
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

活発な意見交換が行われた当日の様子

松友　恵美さん
（南吉田町）

　消費生活、健康など暮らしに役立つ情報を紹介します。
また、まつやま農林水産物ブランドが当たるスタンプラ
リーなど楽しいイベントも開催。ぜひ、ご来場ください。

　各所で解説を聞きながら、子規や漱石の生きた時代の逸話や、現代につながる道後
のまちなみの魅力を知ることができます。一緒に、楽しく道後のまちを巡りませんか。

mailto:sakakumo-museum@yon-b.co.jp
http://www.kotobanochikara.net/

